






第１章 

立地適正化計画とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）は、「誰一人取り残さない」社会の実現をめざし、平成 27

年（2015 年）の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」のことであり、令和 12 年（2030

年）までを期限とする世界共通の目標です。持続可能な世界を実現するために 17 のゴールと 169 の

ターゲットから構成され、経済・社会・環境を包含する統合的な取組を示しています。 

国では、「ＳＤＧｓ実施指針改定版」（令和元年 12 月 20 日）において、「現在、日本国内の地域にお

いては、人口減少、地域経済の縮小等の課題を抱えており、地方自治体におけるＳＤＧｓ達成へ向け

た取組は、まさにこうした地域課題の解決に資するものであり、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生を

推進することが期待されている」とされています。 

本計画は、第 5 次八女市総合計画を踏まえ、特に「1.貧困をなくそう」「8.働きがいも経済成長も」

「9.産業と技術革新の基盤をつくろう」「11.住み続けられるまちづくりを」の観点からＳＤＧｓへの貢

献を図るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲ 立地適正化計画と都市計画マスタープランの関係性 

都市計画マスタープラン（市域全体を対象） 
（将来像、土地利用のほか、都市施設、都市環境の方針、地域別構想を立案） 

立地適正化計画（都市計画区域内を対象） 
（都市計画区域内を対象としつつ、 

実質は用途地域内で誘導区域を検討するもの） 
相互にローリング 






